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立
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
一
班
】

■
北
陸
新
幹
線
と
の
調
整

北
陸
新
幹
線
が
、
地
区
中
央
部
で
10
㌃
区

画
の
ほ
場
を
斜
め
に
横
切
り
、
三
角
形
の
残

地
が
新
幹
線
沿
い
に
お
よ
そ
６
０
０
ｍ
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
場
整
備

の
実
施
に
よ
り
こ
の
残
地
の
問
題
は
解
消
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
ほ
場
整
備
の
道
路
・
水
路
と
新

幹
線
高
架
橋
と
の
交
差
や
用
地
境
界
な
ど
解

決
す
べ
き
課
題
が
多
く
存
在
し
、
協
議
・
調

整
に
多
大
な
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ほ
場
整
備
に
際
し
、
排
水
路
を
埋
め
る
た
め

の
土
砂
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
幹

線
建
設
工
事
に
伴
う
発
生
土
を
流
用
す
る
こ

と
で
資
源
を
有
効
活
用
で
き
、
コ
ス
ト
縮
減

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
整
備
さ
れ
た
農
地
、
農
業
施
設
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
・
保
全
し
、
担
い
手
に

よ
る
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
地
域
農
業
が
確
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大
区
画
ほ
場
整
備
工
事
の
完
工
を
迎
え
て

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

布
施
川
左
岸
地
区

平
成
22
年
度
ま
で
の
６
箇
年
を
か
け
、
蛇
田

・
小
川
寺
地
内
の
５
８
．
７
㌶
の
ほ
場
整
備

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

布
施
川
左
岸
地
区
は
昭
和
10
年
～
18
年
に

耕
地
整
理
事
業
で
10
㌃
に
区
画
整
理
さ
れ
、

同
時
に
整
備
さ
れ
た
水
路
や
農
道
を
使
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
区
画
が
小
さ
い
う
え
農
道

も
狭
く
、
農
業
機
械
の
大
型
化
に
対
応
で
き

て
い
な
い
こ
と
や
用
排
水
路
・
農
道
は
老
朽

化
が
進
み
、
維
持
管
理
に
は
多
大
な
労
力
を

要
す
る
な
ど
、
営
農
効
率
が
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
県
で
は
、
高

生
産
性
農
業
の
確
立
と
優
良
農
地
の
保
全
を

図
る
た
め
、
総
額
約
９
億
８
千
万
円
を
投

じ
、
大
区
画
ほ
場
整
備
工
事
を
行
い
、
農
道

は
大
型
機
械
に
対
応
で
き
る
よ
う
拡
幅
し
、

用
排
水
路
に
つ
い
て
も
整
備
を
行
い
ま
し

た
。地

元
で
は
布
施
川
左
岸
地
区
ほ
場
整
備
委

員
会
を
設
立
し
、
計
画
策
定
か
ら
完
工
ま
で

の
長
期
間
に
わ
た
り
、
地
元
調
整
や
関
係
機

関
と
の
調
整
、
換
地
に
至
る
ま
で
の
多
岐
に

わ
た
る
業
務
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
み
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
地
区
の
採
択
を
契
機
に
平
成
18

年
２
月
に
は
農
事
組
合
法
人
「
布
施
の
里
」

が
設
立
さ
れ
、
高
性
能
農
業
機
械
施
設
の
導

入
や
農
地
の
集
積
な
ど
に
取
り
組
み
生
産
性

の
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
収
穫
祭
等
を
開

催
し
地
域
の
交
流
を
図
り
担
い
手
と
し
て
営

農
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
む
鳥
獣
害
対
策

「
新
川
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
！

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

布
施
川
左

岸
地
区
が
こ
の
ほ
ど
完
工
し
、
蛇
田
地
内
に

建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
と
完
工
祝
賀

会
が
10
月
14
日
（
金
）
に
と
り
行
わ
れ
ま
し

た
。「

豊
穣
協
潤
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
記
念

碑
は
、
布
施
川
左
岸
地
区
ほ
場
整
備
委
員
会

の
山
本
弘
吉
委
員
長
、
宮
腰
光
寛
衆
議
院
議

員
、
寺
井
幹
男
県
農
林
水
産
部
長
ほ
か
来
賓

の
方
々
と
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
除

幕
さ
れ
ま
し
た
。
完
工
祝
賀
会
に
は
関
係
者

約
60
人
が
出
席
し
、
金
太
郎
温
泉
光
風
閣
に

て
盛
大
に
行
わ
れ
、
事
業
の
完
工
を
祝
い
ま

し
た
。

■
地
区
概
要

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

布
施
川
左

岸
地
区
は
平
成
17
年
度
に
新
規
採
択
さ
れ
、

み ど り

農業農村整備広報・広聴連絡会

11
月
29
日
（
火
）
魚
津
市
新
川
学
び
の
森

天
神
山
交
流
館
に
お
い
て
「
新
川
サ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
被
害
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

物
鳥
獣
被
害
対
策
連
絡
協
議
会
等
の
関
係
者

約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
管
内
に
広
が
る
ニ
ホ

ン
ザ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
に
対
応
す
る

た
め
、
被
害
の
現
状
や
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
広
域
的
な
鳥
獣
害

対
策
の
推
進
を
目
的
と
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

セ
ン
タ
ー
長
谷
所
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
朝
日
町
産
業
課

荒
尾
穂
高
氏
（
農
林

水
産
省

農
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
よ
り
「
自
分
た
ち
で
守
る
農
地

と
生
活
環
境
」
を
、
富
山
県
自
然
博
物
園
ね

い
の
里

間
宮
寿
賴
氏
（
農
林
水
産
省

農

作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

か
ら
は
「
相
手
を
知
っ
て
正
し
い
獣
害
対

策
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。昼

食
時
に
は
イ
ノ
シ
シ
肉
を
食
材
と
し
た

シ
シ
鍋
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

『
肉
も
柔
ら
か
く
美
味
し
い
』
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
２
階
特
設
展
示
場
で
は
、
地
域
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
活
動
パ
ネ
ル
の
コ
ー

ナ
ー
や
各
資
材
メ
ー
カ
ー
の
獣
害
防
除
資
材

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
が

機
材
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
生
息
環
境
管
理
、
被
害
防

除
、
捕
獲
の
３
分
科
会
に
分
か
れ
、
各
市
町

で
の
事
例
報
告
を
基
に
今
後
の
取
り
組
み
活

動
向
上
に
向
け
熱
心
に
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最

後
に
全
体
報
告
会
が
行
わ
れ
、
地
域
の

意
識
を
高
め
基
本
を
忠
実
に
継
続
的
に
根
気

強
く
取
り
組
む
重
要
性
を
確
認
し
閉
会
し
ま

し
た
。

【
企
画
振
興
課
】

完
工
式
に
お
け
る
記
念
碑
の
除
幕

第１１号

当センターのホームページは下記URLから
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1630/index.html

れ
、
管
内
の
市
町
、

農
協
、
被
害
集
落
代

表
者
や
富
山
県
農
作

分科会における事例報告

獣害防除資材展示コーナー

地
区
を
横
断
す
る
新
幹
線
施
設
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利
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
当
日
集
ま
っ
た
親

子
総
勢
約
40
名
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
オ
ト
ー

プ
を
造
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
地
質
調
査
と
測
量
設
計
を
行

い
、
次
年
度
以
降
に
工
事
を
着
手
す
る
予
定

で
す
。

【
農
村
整
備
課

水
利
防
災
班
】

今
年
度
か
ら
、
た
め
池
等
整
備
事
業
「
坪

野
地
区
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
た
め
池
等
整

備
事
業
は
、
た
め
池
の
改
修
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
安

定
的
な
農
業
経
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

本
地
区
で
改
修
す
る
山
谷
池
（
や
ま
の
た

に
い
け
）
は
、
魚
津
市
南
西
部
の
坪
野
地
内

に
あ
り
、
当
池
を
含
む
複
数
の
た
め
池
群
に

よ
り
、
当
該
地
域
の
農
地
約
11
㌶
を
か
ん
が

い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
谷
池
は
近
年
、
老

朽
化
に
よ
る
漏
水
や
波
浪
に
よ
る
堤
体
の
変

形
な
ど
が
生
じ
、
破
堤
の
危
険
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
早
急
に
改
修
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
山
谷
池
に
は
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
水
生
動
物

（
２
種
類
）
や
植
物
（
３
種
類
）
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
め
池
の
改
修
に
伴
う

生
き
も
の
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
今

年
の
10
月
10
日
（
月
）
に
地
元
住
民
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
移
動
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
移
動
先
に
は
近
隣
の
休
耕
田
を

新
規
地
区
紹
介

た
め
池
等
整
備
事
業

坪
野
地
区

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
言

え
ば
東
日
本
大
震
災
を
お
い
て
他

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

復
興
に
向
け
、
本
県
か
ら
は
今
も
な
お

多
数
の
方
々
が
支
援
活
動
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
共
々
、
一
層
寒
さ
が

厳
し
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
体
調

管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
池
田
】

当
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
37
年
２
月
に
中

加
積
地
区
土
地
改
良
区
と
し
て
設
立
さ
れ
、

県
下
に
先
駆
け
て
構
造
改
善
事
業
を
行
い
、

昭
和
39
年
２
月
に
現
在
の
滑
川
南
部
土
地
改

良
区
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
39
年
～
44
年
に
４
４
５
．
３
㌶(
旧
中

加
積
地
区
と
旧
西
加
積
地
区
の
国
道
８
号
線

よ
り
山
側
）
を
県
営
圃
場
整
備
事
業
で
整
備

し
、
平
成
８
年
～
13
年
に
は
担
い
手
育
成
基

盤
整
備
事
業
（
土
地
総
）
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
大

半
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
修
で
き
な
か

っ
た
施
設
も
多
数
あ
り
ま
す
。
現
在
、
そ
の

よ
う
な
施
設
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
補
修

し
な
が
ら
少
し
で
も
長
く
使
用
す
る
こ
と
で

組
合
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

組
合
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
と
共
に

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
担
い
手
や
農
事
組
合
法

人
、
営
農
組
合
が
農
地
の
利
用
集
積
を
進

◎
「
第
23
回

富
山
県
農
村
振
興

技
術
連
盟
写
真
展
」

テ
ー
マ
『
伝
え
ま
す
。
と
や
ま
の

水
土
里
』

■
作
品
の
巡
回
展
示

・
魚
津
総
合
庁
舎

１
Ｆ
ロ
ビ
ー

平
成
24
年
２
月
６
日
～
10
日

イ
ベ
ン
ト
情
報

め
、
市
の
農
業
公
社
と
連
携
し
て
農
地
の
有

効
利
用
と
放
棄
田
の
防
止
に
努
め
新
し
い
農

業
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
「
滑
川
南
部
土
地
改
良
区
だ
よ

り
」
の
発
刊
を
通
し
て
、
土
地
改
良
区
の
役

割
や
土
地
改
良
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
行
事
と
し
て
平
成
18
年
度

土
地
改
良
区
紹
介

滑
川
南
部
土
地
改
良
区

投
稿
記
事

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
は

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？

住
民
の
方
々
と
接
す
る
機
会
に
「
県
（

市
）
の
○
○
セ
ン
タ
ー
（
事
務
所
）
ち
ゃ
何

を
し
て
い
る
機
関
な
が
か
の
う
？
」
と
い
う

声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

国
に
お
け
る
省
庁
再
編
や
地
方
分
権
の
進

展
に
よ
っ
て
枠
組
み
が
見
直
さ
れ
、
行
政
評

価
の
導
入
や
情
報
公
開
な
ど
に
よ
り
、
行
政

の
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
が

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
代
が
大
き
く
変
化
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
す
る
中
、
よ
り
的
確
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
行
政
を
進
め
る
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
そ
れ
を

生
か
し
て
効
率
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

な
時
代
で
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
新
聞
や
県
広
報
「
と
や
ま
」
な

ど
の
広
報
紙
等
活
字
媒
体
を
は
じ
め
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
電
波
媒
体
、
さ
ら
に
は
、
県

Ｈ
Ｐ
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
に
よ
り
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
県
の
施
策
や
課
題
を
周
知
し
、

理
解
と
参
加
を
得
る
た
め
の
広
報
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
独
自
に
セ
ン

タ
ー
全
般
に
わ
た
る
施
策
を
紹
介
す
る
「
新

川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
通
信
」
（
年
２
回
発

刊
）
、
農
業
農
村
整
備
に
関
す
る
事
業
等
を

紹
介
す
る
本
紙
「
新
川
水
土
里
た
よ
り
」

（
年
４
回
発
刊
）
、
農
業
関
係
情
報
を
提
供

す
る
「
あ
ぐ
り
め
ー
る
新
川
」
（
年
４
回
発

刊
）
、
「
農
業
普
及
だ
よ
り
」
（
年
１
回
発

刊
）
な
ど
の
情
報
紙
の
発
刊
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で

の
「
あ
ぐ
り
ア
イ
新
川
」
の
放
映
、
セ
ン
タ

ー
Ｈ
Ｐ
の
開
設
な
ど
多
く
の
媒
体
を
活
用

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
施
策
等
の
情
報
を
発
信

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
媒
体
を
県
民
の
皆

さ
ん
と
の
情
報
共
有
の
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極

的
に
活
用
し
、
新
川
地
域
の
元
気
あ
ふ
れ
る

農
林
業
と
魅
力
あ
る
農
山
村
の
実
現
に
向
け

て
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
事
務
次
長

松
野

優
】

11
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
、
福
島
県
相
双

農
林
事
務
所
に
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
土
地
改
良
施
設
の
復
興
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
業
務
は
被
災
し
た
排
水
機
場

の
災
害
査
定
設
計
書
に
関
わ
る
調
査
と
資
料

整
理
を
行
う
こ
と
が
主
な
業
務
で
し
た
。
派

遣
地
で
あ
る
南
相
馬
市
は
津
波
の
影
響
だ
け

で
は
な
く
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
20
㎞
～
30

㎞
圏
内
に
あ
る
地
域
の
た
め
、
放
射
能
汚
染

の
影
響
で
、
震
災
前
の
約
７
万
人
の
人
口

が
、
一
時
は
避
難
に
よ
り
１
～
２
万
人
ま
で

減
少
し
た
そ
う
で
す
。
夜
に
な
っ
て
も
家
の

明
か
り
が
な
く
、
辺
り
を
見
回
し
て
も
真
っ

暗
な
街
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で

は
放
射
線
量
が
そ
れ
程
高
く
な
い
と
い
う
こ

災
害
復
旧
派
遣

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
現
状

（
福
島
県
南
相
馬
市
）被災した農業集落排水施設

か
ら
３
世
代
交
流
「
た
ん
ぼ
に
お
え
か
き
」

と
題
し
て
地
域
の
方
々
が
交
流
し
、
田
植

え
、
稲
刈
、
収
穫
祭
、
ド
ロ
ン
コ
運
動
会
を

通
し
て
身
近
な
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
当
土
地
改
良
区
は
こ
の
行
事

に
応
援
し
て
お
り
、
今
後
は
そ
う
い
っ
た
場

で
も
土
地
改
良
区
の
役
割
や
土
地
改
良
施
設

を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
事
務
員

原

こ
ず
え
】

平
成
23
年
度
た
ん
ぼ
に
お
え
か
き

滑
川
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「キ
ラ
リ
ン
」

ビ
オ
ト
ー
プ
の
造
成
状
況

展

示

案

内

と
が
分
か
り
、
人
口
も
６
割
程
度

ま
で
回
復
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
津
波
に
よ
り
た
く
さ

ん
の
集
落
や
農
地
が
被
災
し
た
こ

と
、
そ
の
後
福
島
第
一
原
発
か
ら

の
放
射
能
漏
れ
が
原
因
で
農
地
の

土
壌
汚
染
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
復

興
ま
で
に
は
問
題
が
多
く
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
す
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
富
山

か
ら
少
し
で
も
復
興
の
お
役
に
立

て
ら
れ
た
ら
と
思
い
な
が
ら
「
が

ん
ば
ろ
う

ふ
く
し
ま
！
」
と
願

っ
て
い
ま
す
。

【
指
導
課

中
島

宏
記
】


